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　12月1４日、酒々井小学校で収穫祭が行われ、
一年を通じて稲作を体験した児童たちが、里山フ
ォーラムの方々をはじめ、地域ボランティアのみ
なさんに協力いただいて収穫したもち米（満月）
でもちつきを行いました。（写真）
　児童たちは、代わるがわる杵を振り上げてもち
つきを体験し、次々ともちがつきあがると、ボラン
ティアの方々があんこやきな粉をまぶしてくれた
餅をおいしそうにほおばっていました。

きね



　
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

年
明
け
を
心
新
た
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
長
と
し
て
就
任
し
て
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
ま
し
た

皆
様
と
の
信
頼
と
絆
を
大
切
に

し
つ
つ
、
町
の
魅
力
づ
く
り
と

「
１
０
０
年
安
心
し
て
住
め
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
今
年
も

邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
、
酒
々
井
町
は
、

町
の
現
状
を
認
識
し
、
将
来
の
発

展
を
創
造
す
る
た
め
、「
酒
々
井

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
酒
々

井
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
酒
々
井
町
は
、
都
心
か
ら
50
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
あ
り
、
町
域

面
積
が
19
・
01
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
県
内
で
２
番
目
に
小
さ
い
自

治
体
な
が
ら
、
鉄
道
は
Ｊ
Ｒ
２

駅
、
京
成
２
駅
の
４
駅
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
道
路
は
国
道
51
号
と

国
道
２
９
６
号
が
町
内
で
交
差
す

る
ほ
か
、
平
成
25
年
に
は
東
関
東

自
動
車
道
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
�

ン
ジ
が
開
設
さ
れ
、
東
京
都
心
部

や
成
田
国
際
空
港
と
結
ば
れ
て
お

り
、
町
の
交
通
環
境
は
高
い
水
準

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
産
業
に
お
い
て
は
、
酒
々
井
イ

ン
タ
ー
チ
�
ン
ジ
開
設
に
併
せ
て

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
が
開
業
、
さ
ら
に
昨
年
４
月

に
は
62
店
舗
増
床
と
拡
張
が
続

き
、
年
間
６
０
０
万
人
を
超
え
る

来
場
者
が
訪
れ
る
な
ど
飛
躍
的
に

町
の
知
名
度
が
向
上
す
る
と
と
も

に
、
周
辺
に
は
温
浴
施
設
が
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
雇
用

が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
展
す
る
中
で
す
が
、
酒
々

井
町
は
、
地
勢
や
交
通
環
境
、
駅

周
辺
の
都
市
的
未
利
用
地
や
上
下

水
道
の
高
普
及
率
、
さ
ら
に
雇
用

の
増
加
や
駅
周
辺
に
お
け
る
住
宅

需
要
の
高
ま
り
な
ど
、
他
の
地
域

に
な
い
町
独
自
の
強
み
を
発
揮
で

き
る
可
能
性
が
多
く
秘
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
以
来

１
２
６
年
間
合
併
す
る
こ
と
な
く

独
立
の
道
を
歩
ん
で
き
た
「
日
本

で
一
番
古
い
町
」
を
誇
り
に
、
今

後
も
末
永
く
発
展
し
て
い
く
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
豊
か
に
育

っ
て
い
く
た
め
の
支
援
と
し
て
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
拠
点
を
２

か
所
設
置
し
、
週
３
日
保
育
士
等

に
よ
る
子
育
て
中
の
親
子
の
交
流

促
進
や
育
児
相
談
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
の
開
園
時

間
の
延
長
や
保
育
料
の
値
下
げ
を

行
う
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
ま
し
た
。

◎
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実

　
介
護
の
予
防
策
と
し
て
、
運
動

指
導
や
口
腔
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
の
介
護
予
防
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
支
援
と
し
て
、
豊
か
な
経
験
と

能
力
を
積
極
的
に
活
か
す
た
め
の

就
業
を
援
助
し
、
健
康
増
進
に
資

す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

機
能
充
実
に
向
け
た
支
援
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
80
歳
の
青
年

式
事
業
と
し
て
、
介
護
予
防
や
生

き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
大
会
を

開
催
し
、
参
加
者
の
動
機
づ
け
を

行
い
ま
し
た
。

◎
母
子
保
健
推
進
事
業
の
充
実

　
妊
婦
健
診
、
乳
児
健
診
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
・
マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
、
心

理
発
達
相
談
な
ど
様
々
な
母
子
保

健
事
業
に
よ
り
子
育
て
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
保
育
園
児
及
び

幼
稚
園
児
を
対
象
と
し
た
な
か
よ

し
歯
磨
き
教
室
を
開
催
し
て
の
歯

の
健
康
教
育
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
や
、
不
育
症
治
療
を
受
け
て
い

る
ご
夫
婦
へ
の
治
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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酒々井町長

小坂　泰久

“日本で一番古い町を誇りに”

～町の魅力づくりと
　100年安心して住めるまちづくりを
　　　　　　　　　　　 　　目指して～　　　　　　　　　　　 　　目指して～

明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
を
ふ
り
か
え
�
て



◎
交
流
事
業
の
推
進

台
湾
か
ら
の
高
校
生
を
中
心
と

し
た
教
育
旅
行
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
を
４
月
と
10
月
の

２
回
行
い
、
日
本
の
生
活
や
文
化

に
触
れ
て
い
た
だ
く
国
際
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
し
、
国

際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

学
校
で
の
体
験
学
習
を
通
し
て
、

英
語
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

異
文
化
理
解
を
深
め
る
国
際
交
流

派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
当
町
に
な
い
観
光
資
源
や

星
空
等
の
美
し
い
自
然
体
験
学
習

が
で
き
る
北
海
道
陸
別
町
で
児
童

の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

◎
生
涯
学
習
の
推
進

住
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
「
酒
々
井

ま
ち
づ
く
り
研
究
所
」
の
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
ま

ち
づ
く
り
実
践
者
や
指
導
者
と
の

学
習
及
び
研
究
の
場
と
し
て
、
第

３
回
輝
く
創
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

◎
防
災
の
強
化

10
月
に
大
室
台
小
学
校
を
会
場

に
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
防

災
週
間
を
中
心
に
広
報
活
動
を
行

い
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
組
織
に
対
し
て
は
、

防
災
資
機
材
の
購
入
に
際
し
支
援

を
行
う
と
と
も
に
防
災
用
資
機
材

や
災
害
用
備
蓄
品
等
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所

や
避
難
行
動
を
周
知
す
る
た
め

の
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

◎
役
場
庁
舎
整
備

老
朽
化
し
た
東
庁
舎
の
代
替
及

び
災
害
対
策
本
部
を
設
置
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
確
保
す
る
た
め

の
分
庁
舎
が
10
月
に
完
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、
役
場
中
央
庁
舎
の
効

率
的
な
活
用
を
図
る
た
め
、
旧
機

械
室
等
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

　
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う

大
き
な
課
題
に
対
し
、
人
口
減
少

克
服
・
地
方
創
生
を
目
的
と
す
る

「
酒
々
井
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」を
進
め
ま
す
。

◎
安
心
し
ご
と
創
出
拠
点

高
品
質
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
継
承
し
、
市
街
地
及
び
そ
の

隣
接
地
で
の
土
地
利
用
を
促
進
し

ま
す
。

　
ま
た
、
町
南
東
部
の
産
業
団

地
・
工
業
団
地
を
中
心
に
成
田
国

際
空
港
な
ど
を
活
か
し
た
企
業
誘

致
に
よ
り
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
づ

く
り
を
進
め
、
町
外
在
住
の
成
田

空
港
就
業
者
や
勤
務
者
も
含
め
た

定
住
者
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

◎
歴
史
と
自
然
の
創
造
拠
点

酒
の
井
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

酒
々
井
の
歴
史
・
里
山
・
里
沼
を

活
か
し
た
交
流
支
援
の
拠
点
づ
く

り
を
進
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪

日
外
国
人
旅
行
客
）
や
国
内
観
光

客
向
け
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
世
界
中
か
ら
人
々
が

集
う
観
光
振
興
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
誰
も
が
「
ふ
る
さ

と
酒
々
井
」
に
愛
着
と
誇
り
を
持

ち
、
育
っ
て
良
か
っ
た
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
、
日
本
で
一

番
古
い
町
と
し
て
の
歴
史
を
活
か

し
た
文
化
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
地
域
安
心
子
育
て
拠
点

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
中
心

市
街
地
に
近
接
し
た
利
便
性
の
高

い
町
立
の
岩
橋
保
育
園
を
中
心
と

し
た
子
育
て
支
援
拠
点
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
町
独
自
の
地
域
性

を
加
味
し
た
特
色
あ
る
子
育
て
支

援
の
制
度
づ
く
り
等
を
推
進
し
、

結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

ま
で
切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
子

育
て
支
援
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
た

ち
に
は
「
ふ
る
さ
と
酒
々
井
」
に

対
す
る
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

◎
地
域
安
心
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
拠

点　
高
品
質
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

な
か
で
、
病
院
や
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
を
含
め
た
高
齢
者
向
け
居
住
系

施
設
と
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
を

町
の
中
心
市
街
地
に
近
接
し
て
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安

心
な
く
ら
し
の
拠
点
と
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
生
涯
、
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
が
送
れ
る
環
境
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
・
防
犯
・
交
通
安

全
対
策
な
ど
を
関
係
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
進
め
、
誰
も
が
、
安
全

に
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
負
託
に

こ
た
え
る
た
め
、
皆
様
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て

す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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本
年
に
向
け
て

総
合
戦
略
４
本
の
柱



酒
々
井
版

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」を
策
定

【
日
本
で
一
番
古
い
町
】

　
町
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
地
域
課
題
の
解
決
と
今

後
の
発
展
の
た
め
、「
酒
々
井
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
酒
々
井

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
～
１
０
０
年
安
心
し
て

住
め
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
～
を

10
月
末
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
町
の

現
状
を
踏
ま
え
て
今
後
の
人
口
の

推
移
を
展
望
し
、
将
来
の
方
向
性

を
示
し
た
も
の
で
、
２
０
６
０
年

の
目
標
人
口
を
１
７
，
０
０
０
人

と
し
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向

性
を
定
め

ま
し
た
。

　
町
総
合
戦
略
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
分
析
を
踏
ま
え
、
４
本
の
柱

を
中
心
に
平
成
27
～
31
年
度
ま
で

の
５
か
年
で
集
中
的
に
政
策
・
施

策
を
推
進
す
る
た
め
に
位
置
づ
け

た
計
画
で
す
。
総
合
戦
略
を
効
果

的
に
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
議
会
・
町
と
が
「
チ

ー
ム
酒
々
井
」
と
し
て
一
丸
と

な
り
、「
日
本
で
一
番
古
い
町
～

１
０
０
年
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
～
」
の
実
現
に
向
け
着
実

に
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

趣
旨

町
総
合
戦
略
は
、
以
下
の
４
つ
の

基
本
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

【
基
本
目
標
①
】

　
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用

を
創
出
す
る
酒
々
井
づ
く
り

【
基
本
目
標
②
】

　
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を

つ
く
る
酒
々
井
づ
く
り

【
基
本
目
標
③
】

　
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
酒
々
井

づ
く
り

【
基
本
目
標
④
】

　
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
酒
々
井

づ
く
り

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略

の
冊
子
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
配

布
し
ま
せ
ん
が
、
詳
細
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
役
場
２
階

企
画
財
政
課
・
中
央
公
民
館
、
プ

リ
ミ
エ
ー
ル
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

h
ttp

s://w
w

w
.tow

n
.sh

isu
i.

chiba.jp/docs/2014021805313/

問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
企
画

総
合
調
整
班
☎

２
２
１
・
２
２
３

＜人口ビジョン冊子の表紙＞

＜総合戦略冊子の表紙＞＜酒々井町まち・ひと・しごと創生総合戦略４本の柱＞

4

４
本
柱
を
中
心
に

政
策
・
施
策
を
推
進

45
年
後
の
人
口
目
標
は

１
万
７
千
人
に

町
総
合
戦
略
の
概
要



　１１月１６日、千葉市の県

総合教育センターで開催さ

れた「千葉県社会教育振興大

会」の席上で、町社会教育委

員の吉
よ し だ か ず こ

田和子さん（写真）が、

千葉県社会教育委員連絡協

議会表彰を受賞されました。

　吉田さんは、平成１０年か

ら町社会教育委員として社

会教育の推進・振興に貢献され、現在は同会の委員長

として広く活動されています。

問い合わせ　生涯学習課社会教育班

☎（４９６）５３３４

　平成２７年度千葉県教育功労者表彰式において、町

立図書館が社会教育・団体の部で表彰を受けました。

平成１５年９月開館以来、学校図書館と連携・協力し

ながら読書活動の推進に取り組んだ功績が評価され、

今回の受賞となりました。

　１２月６日、茂原市で開催

された「第３２回千葉県スポ

ーツ推進委員研究大会」にお

いて、町スポーツ推進委員の

松
まつもとふみお

本文男さん（写真）が千葉

県スポーツ推進委員功労者

表彰を受賞されました。

　松本さんは、平成１０年か

ら体育指導委員として町の

社会体育振興・生涯スポーツの普及に尽力され、多大

なる功績を残されています。

問い合わせ　生涯学習課スポーツ推進班

☎（４９６）５３３４

　１月１日付けで、法務大臣

から星
ほ し の

野建
けんいちろう

一郎さん（写真）

が人権擁護委員に再任されま

した。

　星野さんには引き続き人

権相談や啓発等にご尽力い

ただきます。

　なお、町は毎月第2火曜日

に人権相談を行っています。人権のことでお悩みの方

は、お気軽にご相談ください。

問い合わせ　健康福祉課人権推進室

☎ ３３１

千葉県社会教育委員
連絡協議会表彰

千葉県教育功労賞受賞
プリミエール酒々井・町立図書館

千葉県スポーツ推進委員
功労者表彰

人権擁護委員に
　　星野さんが再任

広告

株式会社株式会社

「そうそうこんな感じ」を提案します!!

［HP］ http://www.at80.co.jp/   ［E-mail］ at-80@topaz.ocn.ne.jp
〒289-1115 千葉県八街市八街ほ211　 TEL.043（444）2024　FAX.043（440）1101
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今
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
の
各
分
野
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
７
ペ
ー
ジ
︿
表
１
﹀
に
記
さ
れ

た
申
請
等
を
行
う
際
は
、
今
後
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
と
な

り
、
そ
の
番
号
確
認
と
申
請
者
の

本
人
確
認
の
た
め
︿
表
２
﹀
の
書

類
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
役
場
窓
口
で
申
請
等
を
す
る
際

は
、
表
に
示
さ
れ
て
い
る
必
要
な

書
類
等
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　
不
在
な
ど
で
受
け
取
ら
れ
な
か

っ
た
通
知
カ
ー
ド
は
、
町
に
返
送

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
税
務
住
民

課
住
民
班
の
窓
口
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
運
転
免
許

証
な
ど
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の

と
認
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
で
通
知
カ
ー
ド
を
保

管
す
る
の
は
３
月
31
日
㈭
ま
で
と

な
り
ま
す
。
４
月
１
日
㈮
以
降
に

通
知
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
再
交
付
（
有
料

５
０
０
円
）
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
さ

れ
た
方
に
は
、
交
付
の
準
備
が
整

い
し
だ
い
郵
便
で
通
知
し
ま
す
の

で
、
税
務
住
民
課
住
民
班
の
窓
口

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
民

班
☎
１
２
７ 

・
１
２
８

　「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
ま
た

は
「
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ

ー
ド
」
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
（
９
５
）
０
１
７
８

午
前
９
時
30
分
～
午
後
10
時
（
平

日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
年
末
年
始
を
除
く
土
・
日
・
祝
日
）

内
閣
官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.cas.g

o.jp
/jp

/

seisak
u
/b

an
g
oseid

o/in
d
ex

.

htm
l

広告

　　希望者・興味のある方は電話してください。
パソコンで検索してね。

　今年もシルバーをご利用いただくようお願い申し上げます

　　　身近な仕事のお手伝い。シルバーは安全・安心・安価です。

新年おめでとうございます

☎ 043-496-4077
（土,日,祝日を除く）

（公社）酒々井町シルバー人材センター
酒々井町酒々井１６７－５

楽しく・活動的に働く仲間を求めています。
出張もします！　包丁研ぎ、碁打ち相手、パソコン教授

詐欺被害にあわないよう
注意しましょう！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗

し
た
不
正
な
勧
誘
や
詐
欺
な
ど

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

6

通
知
カ
ー
ド
が

届
い
て
い
な
い
方
へ

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

申
請
を
さ
れ
た
方
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

社
会
保
障
・
税
番
号︵
マ
イ
ナ
ン
バ
�
︶制
度

１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す



＜表２＞本人確認に必要となる書類等

＜表 1＞マイナンバーが必要となる申請等と本人確認書類 平成 27 年 12 月現在

A書類
右のうち１点（顔写真付き
のもの）を持参

個人番号カード・住民基本台帳カード・旅券・運転免許証・運転経歴証明
書（平成２４年４月１日以後に発行されたもの）・身体障害者手帳・療育
手帳・精神障害者保健福祉手帳・在留カード・特別永住者証明書・官公署
が発行した身分証明書など

B書類（A書類がない場合）
右のうち２点を持参

生活保護受給者証・健康保険又は介護保険証の被保険者証・医療受給者証・
各種年金証書（手帳）・児童扶養手当証書・特別児童扶養手当証書・税金
の納付書・預金通帳・企業の社員証・学生証・A書類が更新中に交付され
る仮証明書や引換書類など

事　　務　　名 担　当　課 本人確認書類

被災者台帳の作成 総　務　課
本人申請の場合　①又は②のどちらか

①個人番号カード
②通知カード又は個人番号が記載された

住民票の写し＋＜表２＞のＡ又はＢ

代理人申請の場合　①～③の全て

①代理権の確認
法定代理人の場合は、戸籍謄本その他
その資格を証する書類
任意代理人の場合は、委任状

②代理人の本人確認
＜表２＞のＡ又はＢ

③本人の番号確認（次のひとつ）
Ａ：本人の個人番号カード又は

その写し
　　Ｂ：本人の通知カード又はその写し
　　Ｃ：本人の個人番号が記載された

住民票の写し

町税の各種減免申請
税務住民課

（税務担当）

国民健康保険・後期高齢者医療制度の
被保険者及び保健給付に関する申請等

税務住民課
（国保班）

障害福祉サービスの申請

健康福祉課

身体障害者手帳の交付申請

生活保護の申請

児童扶養手当の支給申請

特別児童扶養手当の支給申請

障害児福祉手当・特別障害者手当又
福祉手当の支給申請

特別弔慰金の支給申請

介護保険の要介護・要支援認定申請

妊娠届
健康福祉課

（保健センター）

児童手当の支給申請

こども課
子どものための教育・保育給付の支給
又は地域子ども・子育て支援事業の実
施に関する事務

養育医療費支給申請

就学援助費（準要保護）受給申請 学校教育課
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成
田
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告

期
間
（
２
月
16
日
㈫
～
３
月
15
日

㈫
）
に
先
が
け
、
平
成
27
年
分
の

所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
、
贈

与
税
、
個
人
消
費
税
の
確
定
申
告

作
成
お
よ
び
提
出
会
場
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

会
　
場
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
成
田
市
ウ
イ

ン
グ
土
屋
24
）

期
　
間
　
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

２
月
８
日
㈪
～
３
月
15
日
㈫

※
２
月
21
日
㈰
、
２
月
28
日
㈰
に

限
り
休
日
も
開
場
し
ま
す
。

時
　
間
　
受
付
９
時
～
16
時
（
提

出
は
17
時
ま
で
）

※
９
時
か
ら
10
時
ま
で
は
立
体
駐

車
場
３
階
の
連
絡
通
路
か
ら
入
る

２
階
「
Ｃ
」
入
口
が
専
用
口
に
な

り
ま
す
。

※
12
時
か
ら
13
時
の
間
は
、
多
少

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

交
通
ア
ク
セ
ス
　
京
成
成
田
駅
６

番
バ
ス
乗
り
場
か
ら
乗
車
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
成
田
で
下
車

︹
ご
注
意
く
だ
さ
い
︺

▼
納
税
証
明
書
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
成
田
の
会
場
で
は
発
行
し
て
い

ま
せ
ん
。
成
田
税
務
署
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
に
は
、
納

税
窓
口
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
作
成
済
み
の
申
告
書
は
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
き
、
成
田
税
務
署

内
で
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
署
内
に
は
申
告
書
の
作
成
会
場

を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
成
田
税
務
署

☎
０
４
７
６
（
２
８
）
５
１
５
１

※
電
話
は
自
動
音
声
に
て
お
受
け

し
、
用
件
に
応
じ
て
担
当
者
が
お

答
え
し
ま
す
。

　
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
さ
れ

る
と
、
申
告
書
の
提
出
先
に
足
を

運
ぶ
必
要
が
な
く
、
ま
た
、
添
付

書
類
を
省
略
で
き
た
り
、
還
付
金

が
早
く
返
っ
て
く
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go.jp/

）

ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
地
方
税
法
お
よ
び
町
税
条
例
の

改
正
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら

軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
等

の
税
額
が
︿
表
１
﹀、︿
表
２
﹀、︿
表

３
﹀の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
民

税
班
☎

１
１
１

〈表１〉軽自動車の税額

〈表２〉原動機付自転車等の税額

〈表３〉軽自動車のグリーン化特例税率
（平成 28 年度のみ適用）

車　　種 現行税額 改正後 重課税額

４
輪
以
上

乗用（営業用） 5,500 円 6,900 円 8,200 円

乗用（自家用） 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物（営業用） 3,000 円  3,800 円 4,500 円

貨物（自家用） 4,000 円  5,000 円 6,000 円

３輪の軽自動車 3,100 円  3,900 円 4,600 円

　平成 27 年４月１日以降に新規登録した車から改正後の税額が適用されます。また、
平成 28 年４月１日現在、新規登録されてから13 年を経過した車から重課税額が適
用されます。（平成 14 年 12 月以前に新規登録された車が対象）

　平成 27 年度税制改正により適用開始年度が平成 27 年度から平成 28 年度に
1 年延期されています。

※ガソリン車・ハイブリッド車は、平成 17 年排出基準
75％低減達成車★★★★印に限ります。平成 27 年 4
月1日から平成 28 年 3 月 31日までに新規登録した計
４輪車等に適用されます。

車　　　　種 区　分 現行税額 改正後

２
　
　
　
輪

50CC 以下

原　　付

1,000 円 2,000 円

50CC 超 90CC 以下 1,200 円 2,000 円

90CC 超 125CC 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー（3 輪以上） 2,500 円 3,700 円

125CC 超 250CC 以下 軽自 2 輪 2,400 円 3,600 円

250CC 超 小型 2 輪 4,000 円 6,000 円

農耕作業用　
小型特殊

1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円

対　象　車 内　　容

軽
乗
用

電気自動車等
改正後の税率の
概ね 75％軽減

H32 年度燃費基準
＋ 20％達成車

改正後の税率の
概ね 50％軽減

H32 年度燃費基準
達成車

改正後の税率の
概ね 25％軽減

軽
貨
物

電気自動車等
改正後の税率の
概ね 75％軽減

H27 年度燃費基準
＋ 35％達成車

改正後の税率の
概ね 50％軽減

H27 年度燃費基準
＋ 15％達成車

改正後の税率の
概ね 25％軽減
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イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
に

確
定
申
告
作
成
会
場
を
開
設

２
月
８
日
㈪
か
ら

軽
自
動
車
税
の
税
額
が

変
わ
り
ま
す



　
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
（
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
保

護
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
入

学
説
明
会
を
開
催
し
、
当
日
に
入

学
通
知
書
を
配
布
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
上
履
き
と
筆
記
用
具

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期

日
　
１
月
22
日
㈮

受

付
　
９
時
～
９
時
20
分

会

場
　
酒
々
井
小
学
校
３
階
ラ

ン
チ
ル
ー
ム

期

日
　
１
月
26
日
㈫

受

付
　
９
時
10
分
～
９
時
25
分

会

場
　
大
室
台
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

☎

３
１
２

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
た
年
金
制
度
で
す
。
20
歳
の
誕

生
月（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
封
書
が
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
同
封
さ
れ
た

書
類
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格

取
得
届
書
」
に
記
入
し
、
誕
生
月

（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）
内

に
税
務
住
民
課
年
金
班
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
誕
生
月（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）
か
ら
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
義
務
が
生

じ
ま
す
。

保
険
料
は

月
額
１
５
，
５
９
０
円
で
す
。

（
毎
年
見
直
し
さ
れ
ま
す
。）

保
険
料
の
納
付
方
法
は

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
月
々
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
に
も
口
座

振
替
や
前
納（
ま
と
め
て
前
払
い
）

で
納
め
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
場
合
は

　
学
生
の
方
は
、
学
生
証
（
コ
ピ

ー
可
）
を
持
参
の
う
え
「
学
生
納

付
特
例
申
請
書
」
を
、
学
生
以
外

の
方
は
「
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

書
」
を
「
資
格
取
得
届
書
」
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
年
金

班
☎

１
２
１
・
１
２
２

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ

る
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
１
月
15
日
㈮

申
請
先
　
こ
ど
も
課
窓
口

　
ま
た
、
既
に
申
請
を
済
ま
さ
れ

た
方
で
、
町
か
ら
の
支
給
（
不
支

給
）
決
定
通
知
書
が
届
い
て
い
な

い
方
は
、
こ
ど
も
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
３

　
町
で
は
、
11
月
30
日
に
株
式
会

社
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
�
パ

ン
と
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の

供
給
援
助
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
�
パ

ン
は
町
の
要
請
に
基
づ
い
て
食

料
品
や
生
活
必
需
品
等
を
町
の

指
定
す
る
場
所
ま
で
運
搬
し
、

供
給
す
る
こ
と
。

・
町
が
災
害
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
セ
ブ
ン
︲
イ
レ

ブ
ン
・
ジ
�
パ
ン
の
フ
ラ
ン
チ

�
イ
ズ
加
盟
店
へ
の
来
客
者
に

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

・
町
は
、
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
�
パ
ン
の
フ
ラ
ン
チ
�
イ
ズ

加
盟
店
の
営
業
継
続
や
早
期
営

業
再
開
を
要
請
す
る
こ
と
。

・
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
�
パ

ン
が
行
う
物
資
運
搬
等
の
車
両

の
通
行
に
つ
い
て
町
が
支
援
す

る
こ
と
。

※
内
容
は
す
べ
て
災
害
発
生
時
を

想
定
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
町
が
災
害
時

を
想
定
し
て
締
結
し
た
協
定
の
一

覧
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.tow

n
.sh

isu
i.

chiba.jp/docs/2015120200016/

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎　

２
１
７
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小学校
入学説明会

酒
々
井
小
学
校
区

大
室
台
小
学
校
区

二十歳になったら
国民年金の加入手続きを

ま
も
な
く
申
請
書
の

提
出
期
限
で
す

「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」

災
害
時
の
物
資
供
給
に
備
え
て
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の

供
給
援
助
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結



小坂町長とにこやかに握手酒造りの説明に熱心に聞き入る生徒たち

ラベンダーの香りに和む女生徒たち

感謝の気持ちがつづられた手紙

　
10
月
26
日
、
町
国

際
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、
本
年
４
月

に
引
き
続
き
、
日
本

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
す
る
た
め
、

台
湾
か
ら
教
育
旅
行

で
来
日
し
て
い
た
中

高
生
34
人
が
、
当
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
町
を
訪
れ

た
の
は
、
国
立
科
学

工
業
園
区
実
験
高
級

中
学
（
台
湾
新
竹
市
）

の
生
徒
で
、
日
本
の

歴
史
・
文
化
を
体
験

す
る
た
め
、
12
軒
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

宅
で
一
夜
を
過
ご
し
、

翌
日
に
は
協
力
い
た

だ
い
た
町
内
の
各
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
26
日
夕

方
、
関
係
者
が
集
ま

り
、
一
行
の
到
着
を

待
っ
て
中
央
公
民
館

で
受
入
れ
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
記
念
撮
影
（
写
真

上
）
の
生
徒
た
ち
は

旅
の
疲
れ
を
感
じ
さ

台
湾
の
中
高
生
を
酒
々
井
で
お
も
て
な
し

せ
な
い
ほ
ど
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。

　
各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
宅

で
一
夜
を
過
ご
し
た
生
徒
た
ち
は

翌
朝
、
再
び
中
央
公
民
館
に
集
合

し
、
見
送
り
式
に
臨
ん
だ
後
、
町

の
各
施
設
の
見
学
に
出
か
け
ま
し

た
。

　
一
行
は
は
じ
め
に
、
日
本
独
自

の
醸
造
文
化
で
あ
る
日
本
酒
造
り

の
見
学
に
、
㈱
飯
沼
本
家
の
酒
蔵

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
酒
蔵
に
通
さ
れ
て
、
日
本
酒
の

製
造
工
程
を
目
の
前
で
見
て
、
施

設
の
方
の
説
明
を
真
剣
に
聞
き
入

る
生
徒
た
ち
の
表
情
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

　
次
に
一
行
は
、
ハ
ー
ブ
の
花
が

見
頃
を
迎
え
て
い
る
「
し
す
い
・

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
」
を
訪
れ
、
園

内
に
咲
き
ほ
こ
っ
た
色
と
り
ど
り

の
ハ
ー
ブ
を
見
学
し
、
さ
わ
や
か

な
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
ハ
ー

ブ
の
葉
の
試
食
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

の
試
飲
な
ど
を
体
験
し
、
続
い
て

「
酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
」
を
訪
れ
、
楽
し
み
に
し

て
い
た
自
由
時
間
を
利
用
し
て
昼

食
や
お
土
産
の
買
い
物
を
楽
し
ん

で
、
午
後
の
目
的
地
へ
と
向
け

て
、
町
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
台
湾
の
生
徒
た
ち
が
町
を
発
っ

て
か
ら
し
ば
ら
く
後
に
、
協
力
い

た
だ
い
た
１
軒
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
か
ら
町
に
、
家
に
泊
ま
っ
た

生
徒
か
ら
手
紙
を
頂
い
た
。
と
、

お
知
ら
せ
が
あ
り
、
伺
う
と
そ
れ

は
宿
泊
し
た
ひ
と
り
の
生
徒
が
感

謝
と
感
動
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

と
、
一
晩
の
う
ち
に
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
宛
て
に
綴
り
贈
ら
れ
た
手

紙
で
し
た
。

　
今
回
の
滞
在
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
他
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

か
ら
も
「
孫
世
代
の
子
ど
も
た
ち

と
接
し
て
、
楽
し
か
っ
た
」、「
礼

儀
正
し
く
明
る
い
良
い
子
た
ち
だ

っ
た
」、
等
の
明
る
い
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な

国
際
交
流
の
機
会
を
積
極
的
に
と

ら
え
、
町
と
町
民
の
国
際
交
流
・

異
文
化
交
流
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
企
画

総
合
調
整
班
　
☎

２
２
３
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感
謝
の
気
持
ち
が

綴
ら
れ
た
１
通
の
手
紙



パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
が
酒
々
井
に
集
結

町
ゴ
ル
フ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
定
期
利
用

登
録
申
し
込
み
受
付

平
成
28
年
度
に
定
期
利
用
を

希
望
す
る
団
体
は
、
２
月
４

日
㈭
ま
で
に
申
請
を

第
7
回
町
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
11
月
７
日
、
し
す
い
の
森

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
町
内
外

の
33
歳
か
ら
86
歳
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
愛
好
者
２
０
６
人
が

集
ま
り
、「
第
７
回
酒
々
井

町
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
方
々
は
、
一
緒

に
プ
レ
ー
す
る
人
と
の
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
、
全
36
ホ

ー
ル
を
攻
略
し
よ
う
と
１
打

１
打
に
集
中
し
て
プ
レ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
男
性
の
部
】　

優
　
勝
　
川
又
　
秀
幸

　
　
　
　（
茨
城
県
鉾
田
市
）

準
優
勝
　
岡
田
　
　
実

　
　
　
　
　
　
　（
船
橋
市
）

第
３
位
　
野
瀬
　
菊
次

　
　
　
　
　
　
　（
御
宿
町
）

【
女
性
の
部
】

優
　
勝
　
北
原
　
一
子

　
　
　
　
　
　
　（
船
橋
市
）

準
優
勝
　
川
又
　
幸
子

　
　
　
　（
茨
城
県
鉾
田
市
）

第
３
位
　
中
島
　
幸
子

　
　
　
　
　
　
　（
船
橋
市
）

男子の部で上位入賞した方々女子の部で上位入賞した方々

町長・藤﨑部長（右端）と上位入賞した方々

大会参加者206人

　
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
専
門
部
主

催
の
「
町
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
11
月

12
日
に
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
総
成
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
成
田
市
）
で
開

か
れ
、
30
歳
か
ら
81
歳
ま
で
の

１
５
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
、

参
加
者
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

し
な
が
ら
、
真
剣
に
プ
レ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
　
　
　（
敬
称
略
）

優
　
勝
　
久
保
　
勇
三

準
優
勝
　
薬
師
堂
　
元
弘

第
３
位
　
菅
谷
　
義
隆

　
平
成
28
年
度
に
各
小
中
学
校
の

体
育
施
設
、
墨
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、

公
共
用
地
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

　
定
期
的
に
利
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
１
月
８
日
㈮
か
ら
２
月
４

日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
用
希
望
日
が
重
複
し

た
場
合
は
、
希
望
に
添
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
定
期
利
用
し
て
い
る
団

体
も
新
た
に
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
必
ず
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
に
必
要
な
書
類
は
、
生
涯

学
習
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

利
用
対
象
　
町
内
に
在
住
、
在
勤

し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る

10
人
以
上
の
団
体

申
込
期
間
　
１
月
８
日
㈮
～
２
月

４
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４
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秋
季
町
民
卓
球
大
会

　
秋
季
町
民
卓
球
大
会
が
11
月
８

日
、
酒
々
井
小
学
校
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
部
か
ら
一
般
男
女
の

部
ま
で
52
人
の
参
加
が
あ
り
、
各

部
門
と
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
入
賞
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
一
般
男
子
】

優
　
勝
　
清
水
　
　
朗

準
優
勝
　
松
島
　
光
孝

第
３
位
　
落
合
　
由
春

　
　
　
　
池
田
　
一
男

【
一
般
女
子
】

優
　
勝
　
大
澤
　
友
里
恵

準
優
勝
　
石
埜
　
京
子

第
３
位
　
平
舘
　
　
良

　
　
　
　
松
長
　
美
代

【
中
学
生
男
子
】

優
　
勝
　
石
川
　
葉
樹

準
優
勝
　
荒
井
　
航
一

第
３
位
　
折
戸
　
天
空

　
　
　
　
加
藤
　
拓
海

【
中
学
生
女
子
】

優
　
勝
　
荒
井
　
星
奈

準
優
勝
　
湯
浅
　
愛
実

第
３
位
　
岩
田
　
結
衣

　
　
　
　
桑
原
　
み
の
り

【
小
学
生
の
部
】

優
　
勝
　
赤
井
　
桃
佳

準
優
勝
　
横
木
　
優
夏

第
３
位
　
小
林
　
優
乃

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】

優
　
勝
　
清
水
・
岩
崎
組

準
優
勝
　
松
島
・
久
保
田
組

第
３
位
　
池
田
・
石
埜
組

　
　
　
　
落
合
・
平
舘
組

　
町
で
は
12
月
15
日
に
酒
々
井
小

学
校
の
６
年
生
を
対
象
に
租
税
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
社
会
科
の
授
業
の

中
で
実
施
さ
れ
、
参
加
し
た
児
童

は
消
費
税
な
ど
身
近
な
税
金
の
内

容
を
と
お
し
て
主
な
税
金
の
種
類

を
知
り
、
社
会
や
日
常
生
活
と
の

か
か
わ
り
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
い
ろ

い
ろ
な
も
の
に
税
金
が
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」、「
学
校

で
の
勉
強
や
活
動
に
も
税
金
が
使

　螢雪学園卓球部の松長美
代さん（写真）が千葉県か
ら実績や将来性を高く評価
され、「２０２０東京オリン
ピック・パラリンピックア
スリート強化・支援事業」
卓球競技の基礎強化指定選
手に指定され、７月13日東
京ベイ幕張ホールにて、森田知事より指定証
が授与されました。
　この事業は、千葉県出身の選手が一人でも
多く東京オリンピック・パラリンピックに出場
することを目的とし、千葉県がバックアップを
するものです。
　松長さんは、毎月２回千葉県総合運動場で
開催される練習会に参加して、特別コーチの
指導を受け、練習に励んでいるとのことでし
た。また、１０月２４日、２５日に行われた

「２０１５紀の国わかやま大会」にも千葉県代
表として優秀な成績を収めている松長さんの
今後一層のご活躍を期待します。

松長美代さん2020東京オリンピック・
パラリンピックアスリート
基礎強化指定選手に

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
」
と
税
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
よ
う

で
し
た
。

♦ 

短
　
歌

一ひ

と

ひ日
越
ゆ
る
時
に
す
ぎ
ね
ど
改
ま
る
朝
に
て
思
ふ
新
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
教
子

頂
き
し
真
紅
の
バ
ラ
の
香
し
く
我
を
も
包
み
気
高
く
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
尾
み
ち
子

古
民
家
に
尺
八
の
ふ
く
べ
サ
メ
・
ム
ー
チ
ョ
異
文
化
交
わ
り
て
夕
風
に
の
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
　
冴
子

裸
木
の
柿
の
梢
に
蜻
蛉
の
木
守
り
の
ご
と
く
止
ま
り
て
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
　
康
子

厨
に
て
砥
石
ひ
た
し
て
包
丁
を
研
ぐ
妻
の
料
理
に
ほ
の
か
な
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
　
誠

　２６年６月号の、当紙で紹介した

高校球児、写真の阿
あ べ

部武
た け し

士君（酒々

井中学校出身）関東第一高等学校（東

京都）を覚えておられるでしょうか？

あの後彼は、昨年の夏の甲子園にも出場し、投手として再度

マウンドに立ち、全国ベスト４の原動力となりました。高校

野球ファンを沸かせただけでなく、町内の少年野球に打ち込

んでいる子どもたちや指導されている大人たちにも大きな刺

激になったのではないでしょうか。

　甲子園の感動は、遠い記憶となりかけていますが、３年生

の阿部君は引退後の今も１．２年生と一緒に練習を続け、来

春からは東都リーグに所属する大学に進学して野球を続ける

予定だそうです。夢はまだまだ続きがあるようですね。

がんばれ
しすいっこ
夏の甲子園を

沸かせた高校球児
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酒
々
井
小
児
童

税
の
仕
組
み
を
学
ぶ



　
11
月
８
日
、「
第
３
回
輝
く
創

年
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
町
中
央
公
民
館
と
プ
リ
ミ

エ
ー
ル
酒
々
井
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
約
１
９
５
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
午
前
の
部
で
は
、「
人
と
人
と

を
結
び
つ
け
る
地
域
活
動
の
実

践
」
を
主
題
と
し
、
４
つ
の
分
科

会
（
①
観
光
・
地
域
資
源
の
発
掘

と
活
用
②
﹃
若
者
﹄
が
つ
く
る
ま

ち
づ
く
り
③
創
年
の
学
び
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
④
子
育
て
支

援
・
子
ど
も
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
）
に

分
か
れ
、
各
分
野
で

活
動
し
て
い
る
団
体

の
方
々
か
ら
12
の
実

践
発
表
が
あ
り
、
質

疑
応
答
で
は
活
発
な

意
見
交
換
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
の
部

で
は
、
聖
徳
大
学
名

誉
教
授
の
福
留
強
氏

と
俳
優
で
酒
々
井
ふ

る
さ
と
大
使
で
も
あ

る
三
ツ
木
清
隆
氏
に

よ
る
基
調
対
談
が
あ

り
、
そ
の
後
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
高

齢
社
会
を
活
性
化
さ

せ
る
」
を
テ
ー
マ
に

様
々
な
分
野
で
活
躍

さ
れ
る
パ
ネ
ラ
ー
の

方
々
か
ら
、
健
康
づ

く
り
や
、
ま
ち
づ
く

り
と
の
関
わ
り
の
話

等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
酒
々
井

の
食
を
中
心
と
し
た

交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
分
科
会
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
講
師
、
町
外
・
県
外
か
ら
の

参
加
者
の
方
々
と
の
情
報
交
換
・

名
刺
交
換
が
行
わ
れ
、
あ
ら
た
め

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
考

え
、
私
た
ち
町
民
の
健
康
維
持
と

増
進
の
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
協
働
課
活
動

推
進
班
☎

 

３
６
１ 

・
３
６
２

シンポジウム「高齢社会を活性化させる」の様子

基調対談　　福留教授（写真左）と三ツ木清隆氏

創年が地方を創生する！
高齢者が元気になる＝地域・町が元気になる

﹃
第
3
回
輝
く
創
年
と
コ
ミ
�
ニ
テ
�
・
フ
�
ー
ラ
ム
﹄

10大10大10大2015年
町の

2015年
町の ニュースニュース

女優の仲村瑠璃亜さんを女性初の
ふるさと大使に任命

国際交流を推進　台湾からの教育旅行生
のホームステイを初の受け入れ　

セブン－イレブン・ジャパンとの協定締結

町文化協会がチャリティ募金で町に
遊具を寄贈し、子育て支援を推進

酒々井プレミアム・アウトレット
６２店舗増床オープン

流水プールとちびっこスライダーを
全面塗装し酒々井ちびっこ天国が
リニューアルオープン

〝日本で一番古い町〟酒々井町まち・ひと・
しごと創生総合戦略～100年安心して
住めるまちづくりプラン～を策定

プリミエール酒々井・町立図書館
千葉県教育功労者表彰を受賞

佐倉郵便局・酒々井町内郵便局と
包括連携協定を締結

1
2
3
4
5 まちづくり研究所により開催

第3回輝く創年とコミュニティ・
フォーラム

6
7
8
9
10

3月

4月

4月

4月
11月

7月

7月

10月

10月

11月

11月

・高齢者見守り活動に関する協定

・災害時における物資の供給援助協力に関する協定

こんなこと
が

ありました
こんなこと

が

ありました

H28. １. １ 13



　
運
動
す
る
時
間
が
な
か
な
か
取
れ
な
い

方
、
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る
方
、
親
子
で

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。
運
動
が
苦
手
な
方
も

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
２
月
６
日
㈯
　
10
時
～
11
時
30
分

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
集
団
指
導
室

費
　
用
　
無
料

対
　
象
　
年
中
～
小
学
３
年
生
と
保
護
者

内
　
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
親
子
体
操
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
話
な
ど

持
ち
物
　
運
動
用
室
内
履
き
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル

定
　
員
　
20
組
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
の
講
話
と
骨
密

度
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
10
日
㈬
　
13
時
30
分
～
15
時

（
受
付
13
時
10
分
～
）

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

費
　
用
　
無
料

対
　
象
　
71
歳
以
上
（
昭
和
20
年
３
月
31
日

生
以
前
）
の
女
性
　

※
昨
年
度
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
さ
れ
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

内
　
容
　
講
話
、
か
か
と
の
骨
密
度
超
音
波

測
定

＊
素
足
で
測
定
し
ま
す
の
で
、
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
　
員
　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　下記の対象の方に９月に送付した、「がん検診のクーポン」

の利用期限は３月10日㈭までとなっています。期限間際は予約

が込み合いますので、まだ利用されていない方は、クーポンの

内容をご確認のうえ、早めに受診しましょう。

　乳がん検診の集団検診は２月１日㈪です。ご希望の方は、保

健センターまでお申し込みください。

対象・検診の種類
●子宮頸がん検診（女性）

20歳 平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ

25歳 平成元年４月２日～平成２年４月１日生まれ

30歳 昭和59年４月２日～昭和60年４月１日生まれ

35歳 昭和54年４月２日～昭和55年４月１日生まれ

40歳 昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生まれ

●乳がん検診（女性）・大腸がん検診（男性及び女性）

40歳 昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生まれ

45歳 昭和44年４月２日～昭和45年４月１日生まれ

50歳 昭和39年４月２日～昭和40年４月１日生まれ

55歳 昭和34年４月２日～昭和35年４月１日生まれ

60歳 昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生まれ

※集団での検診を受診された方は対象外となります。

　ノロウイルスは、１年を通して発生しますが、特に

冬に流行します。

ノロウイルス６つ特徴
１　感染力が強い　とても小さいウイルスですが、感

染力は非常に強いのが特徴です。便やおう吐物の感

染力もなかなか衰えず、何日も前に汚染されたカーペッ

トから感染することもあります。

２　症状があらわれないこともある　ノロウイルスは

感染から１～２日でおう吐や下痢、軽い発熱が現れ、

通常１～２日続きます。ところが、中には感染しても発

症しない人、風邪のような症状しか出ない人もいます。

しかし、症状が出なくても、ノロウイルスの排泄は１

週間程度続くため、感染に気づかず他の人にうつす危

険があります。

３　特効薬やワクチンは無い　ノロウイルスには特効

薬やワクチンはなく、水分補給をして脱水症状を防ぐ

などにより回復を待ちます。

４　乳幼児や高齢者は要注意　特に乳幼児や高齢者、

慢性疾患がある人など、体力が弱い人はひどい脱水

症状を起こすことがあります。ぐったりしたりしている、

おう吐を繰り返す等の状態があれば、ただちに医療機

関を受診しましょう。また、おう吐物がのどに詰まら

ないように注意しましょう。

５　感染ルートは３つ
●ルート１：食べ物→人　汚染された二枚貝や井戸水

などを十分に加熱調理しないで摂取することで感染。

●ルート２：人→食べ物→人　感染者が調理した食べ

物を食べることで感染。

●ルート３：人→人　感染者の便やおう吐物を処理し

たときに、手についたウイルスが口に入り感染。

処理が不十分な便やおう吐物からウイルスがほこりや

ちりとともに舞い上がり、それを吸い込むことで感染。

６　エタノールや逆性石けんに強い　エタノールなどの

アルコール製剤や逆性石けんはあまり効果がありませ

ん。ノロウイルスの殺菌には、次亜塩素酸ナトリウム

と加熱が有効です。

加熱のポイント　どんなに新鮮であっても二枚貝等に

は、ノロウイルスが付着しているおそれがあります。中

心部が85 ～ 90℃で90秒以上加熱しましょう。

次亜塩素酸ナトリウムで殺菌
調理器具　十分に洗ったあと、0.02％の次亜塩素酸ナ

トリウムに浸すように10分つけ置きして水洗いします。

よく乾燥させてから保管しましょう。

汚染された場所　0.02％の次亜塩素酸ナトリウムを浸

した布などで消毒をし、10分ほど置いたら水拭きしま

しょう。

忘れていませんか？　がん検診のクーポン

期限は3月10日㈭まで

ノロウイルスによる
感染性胃腸炎に注意しましょう

14

酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

親
子
で
遊
ぼ
う
！
　

楽
し
い
親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
第
２
弾
！

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー



◎印旛市郡小児初期急病診療所（0～ 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受付は、診療時間の15分前までとなります。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受付は、診療時間の15分前までとなります。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～ 22時
電話 ＃8000
ダイヤル電話からは☎（242）9939

※来診する際は、事前に電話を入れ、
　保険証を持参してください。

会場：保健センター

今月の行事

予防接種
委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG、麻しん風しん混合、不活化ポリオ（単
抗原）、4種混合、日本脳炎、ヒブ、小児用肺
炎球菌、水痘

小学校
6年生 ジフテリア破傷風混合

高齢者 肺炎球菌

診療日時

診　療　日 診療時間

月～土曜日 19時～翌日6時

日曜日・祝日

12月29日～1月3日

9時～17時  

19時～翌日6時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内科・小児科 毎　日 19時～23時

内科・小児科
日曜日・祝日
8月13日～15日
12月29日～１月3日

10時～17時外　　科

歯　　科

日 内　　　容 時　　　間

13日㈬
乳
児
相
談

10か月児
Ｈ27. 2月生

受付　10時～11時

4か月児
Ｈ27. 8月生

受付
13時30分～14時30分

7日㈭
14日㈭
21日㈭

ゆりかごルーム 9時30分～12時

19日㈫ 3歳児健康診査
Ｈ24.6月・7月生

受付
12時45分～13時15分

4日㈪
18日㈪
25日㈪

健康相談
歯科健康相談

9時30分～11時

　
平
成
25
年
３
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日
ま
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に
、
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成

に
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り
、
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ピ
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マ
ウ
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ス
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ク

チ
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、
ヒ
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ワ
ク
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ン
、
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児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
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ン
の
い
ず
れ
か
を
接
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し
た
方
の
う

ち
、
接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医

療
機
関
を
受
診
し
た
方
で
、
接
種
と
の
関
連

性
が
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・
医
療
手
当

が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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は
、
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し
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か

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
５
年
以
内
に
受
け
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医
療

に
限
ら
れ
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

具
体
的
な
請
求
方
法
等
に
つ
い
て
、
独
立
行

政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
救
済

制
度
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談
窓
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に
至
急
お
問
い
合
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く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
☎
　
０
１
２
０
（
１
４
９
）

９
３
１

受
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時
間
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
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午
後
５

時※
ご
利
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に
な
れ
な
い
場
合
は
、
０
３
（
３

５
０
６
）
９
４
１
１
（
有
料
）
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　公益財団法人千葉県暴力団追放県民
会議事務局では、重点事業として「暴
力団に関する相談」を開設しています。
日時　１月２０日㈬　１０時～１６時
会場　印旛地域振興事務所　佐倉市鏑
木仲田町８－１
相談対応　相談員は当県民会議常勤の
暴力追放委員を派遣し、必要により所
轄警察署署員の協力を要請します。
※秘密は厳守します。
問い合わせ　千葉市中央区中央４－
１３－７　千葉県酒造会館内　公益財
団法人　千葉県暴力団追放県民会議事
務局☎（２５４）８９３０　フリーダ
イヤル（０１２０）０８９３５４

 http://www14.plala.or.jp/boutsui-
chiba/

 boutsui-chiba@opal.plala.or.jp 

日時　毎月第２水曜日（原則予約制）
　　　10時～ 17時
会場　中央庁舎１階会議室
対象　15歳以上40歳未満の方または
その保護者
内容　職業的な自立を目指す若者やひ
きこもりに悩む保護者などを対象に専
門員が無料で相談に応じます。
申し込み・問い合わせ　ちば北総地域
若者サポートステーション
☎０４７６（３７）６８４４

　心の悩みなどで日中の活動場所がな
い方、気軽にご利用ください。
日時　毎月第４木曜日11時～ 14時
会場　保健センター　栄養指導室
対象　心の悩みや問題のある方
参加費　実費（菓子代200円程度）
持ち物　昼食、印鑑
問い合わせ　いんば障害者相談セン
ター　担当：山根
☎０４７６（９９）２５０１

日時　１月30日㈯　13時～ 16時
会場　成田市中央公民館
　　　※費用　無料
対応　弁護士、労働安全衛生管理者等
問い合わせ　千葉中央法律事務所
☎（２２５）４５６７

納付期限
　2月1日㈪まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
町 ・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料

第４期
第７期
第７期 １月の

フリースペースを利用しませんか 移動暴力相談所

労災職業病なんでも相談会
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就労に悩みを抱えている若者を
応援する自立支援無料相談

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 ７日㈭、21日㈭　13時～16時　社会福祉協議会 社会福祉協議会 ☎（４９６）６６３５
※どちらの相談も事前の電話予約が必要です。

（先着１日６件まで）※町内在住の方に限ります。法律相談 14日㈭、28日㈭　13時～16時　社会福祉協議会

人権相談 12日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第１会議室 健康福祉課人権推進室 ☎ １３７

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班 ☎ １３５
相談員・小出喜市さん、小宮山清志さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター ☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３

子ども相談（町） 12日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
学校教育課学校教育班 ☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
生涯学習課社会教育班 ☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
８日㈮ 
15日㈮  　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室
29日㈮ 

経済環境課商工観光班 ☎ ３４５

子育て電話相談
岩橋保育園
中央保育園

月曜日～金曜日（祝休日を除く）
９時～17時
※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園 ☎（４８１）７０２１
中央保育園 ☎（４９６）１２７４

年金相談
14日㈭　10時～15時
税務住民課年金班へお越しください。

税務住民課年金班 ☎ １２１・１２２

｝

相談
コーナー



【親子たこづくり教室】

日時　１月17日㈰　９時～ 12時
（受付８時30分～）
会場　酒々井小学校体育館
参加費　３００円
持ち物　はさみ・カッター・定規・の
り・筆記具・ドライヤー
対象　町内在住・在勤の親子
定員　30組（申込先着順）
申込締切　１月14日㈭
※定員になり次第、締め切り
申し込み・問い合わせ　生涯学習課社
会教育班　☎（４９６）５３３４

【たこあげ大会】

日時　１月17日㈰
13時30分～ 15時

（受付13時～）　
※雨天時は24日㈰
　10時30分～ 12時（受付10時～）
会場　酒々井小学校グラウンド
参加費　無料
使用たこ　洋だこを除く手づくりだこ
対象　町内在住・在勤の方
申込方法　当日現地でお申し込みくだ
さい。
問い合わせ　生涯学習課社会教育班　
☎（４９６）５３３４

　若者の就職応援施設「ジョブカフェ
ちば」と佐倉市、富里市、八街市、酒々
井町の共催で、就活をスタートすると
きに必要な知識を習得するために就活
基礎セミナーを開催します。

「雇用者保険受給者資格証」をお持ち
の方は持参ください。
日時　1月21日㈭　１時30分～３時30
分
会場　ミレニアムセンター佐倉３階
第１・２会議室
対象　就職希望の15歳から39歳の方
定員　20人（予約制）
問い合わせ　経済環境課商工観光班
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　県の歴史を知り、県の文化に対する
理解を深める講演会を開催します。
日時　２月19日㈮　13時30分～ 15時
会場　県文書館６階多目的ホール
内容　講演「房総黒船見聞記～富津岬
沖の座礁船に乗り込め！～」
講師　文書館職員
定員　１２０人（申込多数抽選）
申込方法　往復はがきに「県史講座希
望」と明記の上、郵便番号、住所、氏
名、電話番号、返信用宛先を書いて郵
送　※締め切り１月20日㈬必着
申し込み・問い合わせ〒260-0013　
千葉市中央区中央４－15－７県文書
館☎（２２７）７５５１

　農業委員会委員選挙人名簿について
は、毎年選挙資格を調査し調製してい
ましたが、平27年８月28日付け、農
業委員会等に関する法律の改正成立に
伴い、選挙人名簿の調製を行わないこ
ととなりました。
　今後は議会の同意を得て市町村長が
農業委員の任命をすることになり、４
月１日以降は農業委員会委員選挙は実
施しないこととなりました。
問い合わせ　農業委員会事務局 ３５
１総務課内選挙管理委員会 ２１４

　ふれあいサロン「かざぐるま」は、
誰もが気軽に集まれる地域のお茶の間
として、毎月第１金曜日に社会福祉協
議会で開催しています。
　今回は、飯積・尾上地区周辺の方を
対象に、出張サロンを開催します。
日時　１月22日㈮　10時～ 11時30分
会場　飯積青年館
申し込み　不要　※当日会場までお越
しください。
参加費　無料
問い合わせ　社会福祉協議会
☎（４９６）６６３５

　千葉地方法務局佐倉支局では、平成
28年２月１日㈪から、不動産登記の
申請に関する相談について、予約制を
開始します。
　不動産登記（相続や住宅ローン完済
による抵当権抹消登記等）の申請手続
きに関する相談をされる方は、時間帯
によってかなりの時間をお待ちいただ
いている状況です。事前に電話等によ
る予約をしていただきますようお願い
します。予約をされた方には、お待た
せすることなく相談をお受けできます
ので、ご協力をお願いします。
予約及び問い合わせ　千葉地方法務局
佐倉支局☎（４８４）１２２２

　千葉県特定最低賃金（7業種）が平
成27年12月25日から下記のとおり改
正されました。

ふれあいサロン「かざぐるま」

県文書館「県史講座」

千葉県特定最低賃金改正について

朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（7時～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）
（１月14日㈭～）

毎週日曜日開催（１月24日㈰～）

インフォメーション

業　　種 改正時間額

調味料製造業 ８５２円

鉄鋼業 ８９３円

はん用機械器具
生産用機械器具製造業 ８６９円

電子部品 ･ デバイス ･
電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具
製造業

８７２円

計量器 ･ 測定器 ･ 分析
機器 ･ 試験機 ･ 測量機
械器具 ･ 理化学機械器
具製造業、医療用機械
器具 ･ 医療用品製造業、
光学機械器具 ･ レンズ
製造業、時計 ･ 同部分
品製造業、眼鏡製造業

８５４円

各種商品小売業 ８３２円

自動車（新車）小売業 ８６５円

問い合わせ　千葉労働局労働基準部賃
金室☎（２２１）２３２８
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催し・講座

お知らせ

新春！親子たこづくり教室
たこあげ大会

ジョブカフェちば出張版
就活基礎セミナー・ちょっこと相談

法務局における登記相談
予約制の開始について

農業委員会委員選挙人名簿の
登載申請廃止について
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日　　時 内　　　容

12日 ㈫　10時 福笑いと鬼のお面の制作

26日㈫ 　10時
保育士の子育て談話
～子どもがかかりやすい感染症～

会場・問い合わせ　昭苑保育園　☎（３１２）４７９７

【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※ＣＤに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

休日窓口開庁日
31日㈰　8:30～12:00

改札前で、少し緊張した面持ちで人出を待つ生徒たち　

1 月のプリミエール酒々井

問い合わせ　 プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　 　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

休館日　文化ホール　１～４、１２、１８、２５日
　　　　図書館　  　１～７、１２、１８、２１、２５日

高
・
中
連
携
で
あ
い
さ
つ
運
動

日　　時 内　　　容

６日㈬　11時 ふれあい遊び・親子で体操

８日㈮　11時
ギター演奏（ロス・ギターラス・
ブリランテさん）

12日㈫　11時 読み聞かせ

15日㈮　11時 わらべうたで遊ぼう

18日㈪　10時30分 読み聞かせ（関口さん）

19日㈫　11時
作ってあそぼう
鬼のぱくぱく人形

22日㈮　11時 ０歳児のための読み聞かせ

26日㈫　11時 誕生会

会場　しすいあいあいルーム　役場西庁舎１階
問い合わせ　こども課子育て支援班☎ ３７２

保育園 開催日 内　　　容 対 象

岩橋保育園
☎（481）7021

27日㈬ 大型紙芝居 乳
幼
児
と
保
護
者

中央保育園
☎（496）1274

６日㈬ もちつき（予約3組）

13日㈬ 親子で体操

20日㈬ 読み聞かせ

27日㈬ エプロンシアター

時間　９時～11時　問い合わせは各保育園へ

しすい「あいあいルーム」

しょうえん「こども こそだてルーム」

みんなおいでよ！園庭開放（１月の予定）

子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー

子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー

12月

12月

子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー １月

　
11
月
25
日
、
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朝
の
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
で
、
高
・
中

連
携
事
業
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環
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館
高
校
と
、酒
々

井
中
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
駅
構
内
を
往
来
す
る
大
勢
の
人
々
に
向
か
っ
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」、
と
繰
り
返
す
生
徒
た
ち

に
、
立
ち
止
ま
っ
て
「
お
は
よ
う
」
と
返
し
て
く
れ

る
女
性
や
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
姿
も
あ
り
、
気
持
ち

の
よ
い
光
景
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

おはなし会　　 　  14 日㈭ 15 時 30 分～　
　　　　　　　　　24 日㈰ 15 時～

図書館




